






最初に低い土翠を構築し (16世紀前半頃と思われ

る。)、その後再び盛土して高い土塁を構築したものと

考えられる。五敷きの道については、殆ど遺物が出土

しておらず、今のところ時期の推定は国難である。

遺物は、土塁の盛土などから検出された土師盟が殆

どであるが、天目や摺鉢などの破片も出土している。

尚、本稿執筆時点でまだ調査は継続中であるが、上

平寺付近は、中世の景観を良好にとどめており、本諦

査はそれを裏付けるものとなった。

る遺跡で、県史

跡の茶臼山古墳の癌方に位置し、集落跡・寺院跡、とし

て周知されている。東上坂周辺には柿田廃寺という白

鳳期の寺院が存在したと伝えられているが、寺域の範

囲や建立時期などの詳細は全く不明で、、過去の調査で

も獣面文軒丸瓦をはじめとする瓦数点、が出土している

だけである。建立時期もこの遺物をもとに推定されて

おり、柿田廃寺は 7世紀末"-'8世紀初頭に建立された

ものとされてきた。しかし、平成 9年度の調査におい

て、柿田廃寺の全容解明の手掛かりとなり得る新たな

成果が得られた。

平成 9年度に柿田遺跡で行った調査は東上坂地区画

場整備事業の排水路設置に伴うもので、調査対象地区

は約405m2。このうち約30ぱについて平成 9年10月3日

から10月31日まで調査を行った。調査の結果明確な遺

講は検出されなかったが、包含層から遺物収納箱90箱

以上にも及ぶ膨大な量の白鳳瓦が出土したのである。

平瓦が大半を占めるが丸瓦@軒丸瓦なども克つかって

いる。軒丸瓦は単弁八葉蓮華文・複弁八葉蓮華文軒丸

瓦の 2種。破片を含めて10点程度出土している。

長浜市内では、柿田廃寺でト見つかったものと悶じ系

統の軒丸瓦が新庄馬場廃寺・大東廃寺でも見つかって

単弁八葉議華文軒丸瓦

いる。しかし、これら 2つの寺院跡から出土したもの

と比較すると今回出土した軒丸瓦はさらに時期が遡る

ことから、柿田廃寺は長浜市内において最初に建立さ

れた白鳳寺院であったと言えるだろう。建立時期は 7

世紀の中頃から後半と考えられる。今回の調査では寺

域を特定するような遺構は検出できなかったが、今後

の調査に期待したい。

(長浜市教育委員会油寄陽一)

23.全国 3例自の中世厩舎遺構を検出
しもさかなかまち

長浜市下坂中町 下坂中町遺跡

下坂中町遺跡、は、長浜市南部に位置し、五井石川を

北に、下坂氏舘跡、を西に、北東には大成亥遺跡と、鴨

田遺跡が位置する。遺跡の中心時期は、 14世紀であり、

位量的、時代的に下坂氏の支配を受けた集落の可能性

が考えられる。

遺跡は、堀で屈まれた集落であり、 13世紀中頃から

16世紀中頃まで存続し、近世には畠地となった。集落

の最盛期は14世紀であり、この時代の遺構として、区

画の塘、堀の内外に打ち込まれた杭列、また、商側の

堀は溜め池状の施設を備え、地形的、土層的観察から

南より取水し、北の五井石川方面に排水を行っていた

ことがわかった。水量の諦整は堀に打ち込まれた杭列

によって、せきとめられて、一定量を超すと流れてい

たとみられる。そしてコ字形の、内堀に囲まれた、擁

立柱建物を 1棟検出し、東西 2間X4間以上の大型建

物となり、内堀と建物内の溝より、嘱蹄類ウシ科と奇

蹄類ウマ科、ヒトの足跡がまとまって検出された。潜

と、堀内の埋土は黒カッ色土であり、他の遺構埋土と

は明らかに違うため、ウシ、ウマのし尿および糞と考

えられ肥料を取るための溝として機能が考えられた。

以上の事から、ウシとウマの世話をした厩舎遺構とみ

られ、過去の類例では神奈川県上浜田遺跡から検出さ

れた 2例の厩舎遺構が、中世では確実視されるもので、

それにつぐ重要な検出例となった。また、集落の北東

方向の鬼門には、境界祭胞の痕跡として、饗と土師皿

が埋納されていた。

集落を芭翻する堀
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